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〇 最近の流行っている病気

幼児では溶連菌、手足口病、ヘルパンギーナが流行しています。

溶連菌は検査で診断して抗菌薬で治療します。

手足口病とヘルパンギーナは症状から診断し、症状に応じたお薬を処方します。

小学生では、コロナとインフルエンザが流行しています。

中学生以上ではマイコプラズマが流行ってきています。

元気だけれど、ひどい咳が続きます。

マイコプラズマは検査で診断して抗菌薬で治療します。

〇解熱剤の使い方

梅雨の季節になりました。

「梅雨」と言う言葉は中国で生まれ、日本に伝わった
言葉とされています。中国の揚子江流域には、
日本とほぼ同じ、春と夏の間に雨が降り続く時期が
あります。この時期、梅が熟すことにちなんで
「梅雨」と呼ぶようになったそうです。

解熱剤は、熱によるつらさを軽くするためのお薬です。
病気を治すお薬ではありません。

✓ ３８．５℃以上で、つらそうなときに使いましょう

✓ 高熱でも元気そうなら使わなくてもかまいません

✓ 一度使ったら、次に使うのは６時間以上開けましょう
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